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新
婚
世
帯
の
生
活
を
応
援
！

新
婚
世
帯
の
新
生
活
を
支
援
し

ま
す
。

対

象
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

①
令
和
５
年
３
月
1
日
か
ら
令
和

６
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
婚

姻
届
を
提
出

②
新
た
に
市
内
の
民
間
賃
貸
住
宅

を
借
り
る
こ
と

③
夫
婦
所
得
の
合
算
が
５
０
０
万

円
未
満

④
婚
姻
届
提
出
日
に
お
け
る
夫
婦

双
方
の
年
齢
が
39
歳
以
下

⑤
令
和
６
年
3
月
31
日
ま
で
に
市

内
の
民
間
賃
貸
住
宅
を
借
り
、

夫
婦
の
双
方
ま
た
は
一
方
が
居

住
し
て
い
る
こ
と

⑥
夫
婦
の
双
方
ま
た
は
一
方
の
住

民
票
が
本
市
に
あ
り
、
生
活
の

本
拠
が
本
市
に
あ
る
こ
と

※
そ
の
他
、
市
税
滞
納
が
な
い
こ

と
等
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
経
費

・
民
間
賃
貸
住
宅
の
賃
貸
借
契
約

の
締
結
に
伴
う
敷
金
・
礼
金

・
運
送
業
者
等
に
支
払
う
引
越
費

用

ᶃ�෱ౡݝͷ݁ࠗϚονϯάγες
Ϝʮ͸ͽ෱ͳͼʯͷઆ໌ɾొ࿥ձ

༧　໿　下記までご連絡ください。
ͦͷଞ
・�登録に際しては、本人確認のた
め、写真付きの身分証が必要と
なります。

・�登録料は１万円、有効期間は２
年間です。

ᶄࢢʮ͓݁ࠗੈ࿩໾ʯͷ͝Ҋ಺
　結婚を希望する方やそのご家族
からのご相談をお受けする市の「結
婚お世話役」を案内、紹介します。

೔　12/16　࣌（土）10：00～15：30
　　　　（受付：15：00まで）
৔　ॴ　市民交流センター２階第２会議室
ର　৅　結婚への思いのある方、そのご家族の方
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ʮ͍݁ࠗͨ͠ʯ
ͱ͍͏͍ࢥͷ͋Δํ΁ʜ

˕໰͍߹Θͤɾ༧໿ઌʜ
ᶃ�;͘͠ま݁ࠗɾࢠҭͯԠԉηϯλʔὸ02�ʢ���ʣ00�0
　ʢ౰೔༧໿͸ὸ0�0ʢ2���ʣ00�0まͰʣ
ᶄࢠҭͯࢧԉ՝ࢠͲ΋Ոఉ܎　　　　ὸʢ��ʣ�0�� 'BYʢ22ʣ1���

助
成
等
額

・
夫
婦
と
も
に
29
歳
以
下

　
　
　
　
　
　
…

上
限
60
万
円

・
右
記
以
外

…

上
限
30
万
円

申
請
方
法

交
付
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添

え
て
下
記
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

※
申
請
書
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
請
期
限

令
和
6
年
3
月
31
日（
日
）

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
…

子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家
庭
係

☎（
��
）５
０
９
４

'BY（
22
）１
５
４
７

栄
え
あ
る
叙
勲
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秋
の
叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
各
分
野
で
活
躍
・
貢
献

さ
れ
た
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
さ
れ
た
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

旭
日
双
光
章

平ひ
ら
つ
か塚

與よ
し
い
ち

志
一
さ
ん（
73
）

元
二
本
松
市
議

（
錦
町
）

瑞
宝
双
光
章

齊さ
い
と
う藤

義よ
し
お夫

さ
ん（
73
）

元
福
島
県
警

（
渋
川
）

旭
日
双
光
章

平ひ
ら
く
り栗

征ゆ
き
お雄

さ
ん（
81
）

元
二
本
松
市
議

（
智
恵
子
の
森
）

瑞
宝
単
光
章

生な
ま
た
め
田
目

和か
ず
の
ぶ信

さ
ん（
68
）

元
市
消
防
団
副
団
長

（
百
目
木
）
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樹
木
粉
砕
機
を
貸
し
出
し

森
林
環
境
の
保
全
を
目
的
に
、

道
路
沿
い
の
支
障
木
や
農
地
の
日

照
阻
害
お
よ
び
有
害
鳥
獣
対
策
に

よ
る
放
置
樹
木
の
伐
採
を
行
う
場

合
に
樹
木
粉
砕
機
を
貸
し
出
し
ま

す
。（
竹
の
粉
砕
も
可
能
で
す
。）

貸
出
機
械（
性
能
）

・
中
型
樹
木
粉
砕
機

枝
・
幹
処
理
直
径
15
㎝
以
内
、

長
さ
２
１
０
㎝
、
幅
70
㎝
、
高

さ
１
６
０
㎝
、
重
量
４
５
５
㎏
、

ク
ロ
ー
ラ
自
走
式

・
小
型
樹
木
粉
砕
機

枝
・
幹
処
理
直
径
11
㎝
以
内
、

長
さ
１
８
０
㎝
、
幅
70
㎝
、
高

さ
１
４
０
㎝
、
重
量
２
９
０
㎏
、

ク
ロ
ー
ラ
自
走
式
、
軽
ト
ラ
ッ

ク
運
搬
可
能

・
積
み
下
ろ
し
用
は
し
ご

費

用

無
料

対
象
者

・
市
内
の
行
政
区
、
町
内
会
、
自

治
会

・
森
林
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

・
農
地
維
持
活
動
団
体

等

※
個
人
ま
た
は
営
利
を
目
的
と
し

た
場
合
は
対
象
外
で
す
。

使
用
者
が
準
備
す
る
物

・
燃
料（
無
鉛
ガ
ソ
リ
ン
）

・
運
搬
用
車
両
、
荷
造
ロ
ー
プ

・
粉
砕
後
の
廃
材
処
分
費
用

貸
出
期
間

貸
出
日
か
ら
起
算
し
て
14
日
以

内貸
出
回
数

原
則
、
同
一
年
度
内
１
回

※
た
だ
し
、
他
に
貸
出
予
定
が
な

い
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

貸
出
・
返
却
日

貸
出
・
返
却
の
日
時
は
、
貸
出

期
間
内
で
、
市
の
休
日
を
除
く
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
間

貸
出
・
返
却
方
法

貸
出
日
に
、
市
が
指
定
し
た
場

所
で
、
粉
砕
機
と
積
み
下
ろ
し
用

は
し
ご
を
使
用
者
に
お
渡
し
し
ま

す
。返

却
は
、
粉
砕
機
の
清
掃
・
点

検
を
行
い
、
燃
料
を
満
タ
ン
に
補

充
し
た
後
、
樹
木
粉
砕
機
使
用
報

告
書
を
添
え
て
、
市
が
指
定
し
た

場
所
に
返
却
し
、
市
の
立
会
い
の

も
と
、
機
械
の
点
検
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

申
請
方
法

使
用
日
の
90
日
前
の
日
か
ら
７

日
前
の
日
ま
で
の
間
に
左
記
ま
で

電
話
に
て
予
約
状
況
を
確
認
の
上
、

樹
木
粉
砕
機
借
用
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

樹
木
粉
砕
機
貸
出
要
綱
お
よ
び

申
請
様
式
に
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

・
農
業
振
興
課
農
林
管
理
係

☎（
��
）５
１
１
８

'BY（
22
）８
５
３
３

・
安
達
支
所
産
業
建
設
課
農
政
係

☎（
23
）９
０
４
２

'BY（
23
）８
２
４
１

・
岩
代
支
所
産
業
建
設
課
農
政
係

☎（
��
）２
８
２
２

'BY（
��
）３
０
０
６

・
東
和
支
所
産
業
建
設
課
農
政
係

☎（
��
）２
４
８
９

'BY（
��
）２
２
６
６

二本松市長

～
市
長
か
ら
の
手
紙
～

市
民
が
主
役
。

将
棋
藤
井
聡
太
竜
王
・
名
人

前
人
未
到
全
８
タ
イ
ト
ル
制
覇

将
棋
の
藤
井
聡
太
竜
王
・
名
人

が
、
史
上
初
の
全
８
タ
イ
ト
ル
制

覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

藤
井
聡
太
竜
王
・
名
人
は
、
前

傾
姿
勢
の
ま
ま
、
盤
上
に
向
け
た

神
経
を
研
ぎ
澄
ま
す
。
指
す
に
あ

た
っ
て「
先
の
先
」を
繰
り
返
し
て

読
み
ま
す
。

前
人
未
到
の
８
冠
制
覇
は
通
過

点
。
強
さ
の
底
が
知
れ
な
い
。
今

後
ど
こ
ま
で
記
録
を
伸
ば
し
、
ど

ん
な
偉
業
を
成
し
遂
げ
る
の
か
、

伝
説
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
な

の
で
し
ょ
う
。

二
本
松
市
永
田
大
日
山
密
匨
院

正
覚
寺
に
将
棋
の
墓
が
あ
り
ま
す
。

墓
石
は
将
棋
の
王
の
形
、
台
石

は
将
棋
盤
、
水
入
れ
は
歩
の
形
に

な
っ
て
い
る
墓
碑
で
す
。

眠
っ
て
い
る
の
は
、
二
本
松
藩

の
算
者（
計
理
）、
佐
久
間
庄
九
郎
。

庄
九
郎
は
、
生
ま
れ
つ
き
戯
言
雑

話
に
た
け
て
、
よ
く
世
間
を
歩
き

回
り
、
彼
の
訪
問
先
で
は
、
ま
だ

何
も
話
を
し
な
い
う
ち
に
笑
い
が

先
立
つ
と
い
っ
た
ほ
ほ
え
ま
し
い

人
物
で
あ
り
ま
し
た
。

将
棋
が
三
度
の
飯
よ
り
も
好
き

で
、
暇
を
み
て
は
将
棋
を
楽
し
み
、

将
棋
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。
文
政

２（
１
８
１
９
）年
、
最
期
は
、
将

棋
を
指
し
な
が
ら
眠
る
が
ご
と
く

大
往
生
を
と
げ
ま
し
た
。
63
歳
で

あ
り
ま
し
た
。

の
ち
、
２
０
０
人
近
い
門
弟
が

師
を
偲
ん
で
こ
の
将
棋
の
墓
を
建

て
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

墓
石
に
は
、
法
名
飛
角
院
金
銀

桂
香
居
士
。
戒
名
に
は
飛
車
か
ら

香
車
ま
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

王
と
歩
が
抜
け
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
生
前
、
自
ら
を
大
腑

抜
け（
王
歩
抜
け
）と
称
し
て
い
た

か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
俗
名
王
歩

抜
佐
久
間
庄
九
郎
と
あ
り
ま
す
。

三
度
の
飯
よ
り
将
棋
が
好
き

だ
っ
た
、
佐
久
間
庄
九
郎
が
眠
る

将
棋
の
お
墓
の
あ
る
二
本
松
。

藤
井
聡
太
八
冠
を
始
め
と
し
た

将
棋
を
愛
す
る
皆
さ
ま
の
お
越
し

を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。将棋の墓




